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事業実施主体名
〇〇　〇〇



別記第１号様式の付（第３条関係）JAS取得支援(JAS取得)


　令和８年度山口県産木材品質向上対策事業補助金実施計画書

	事業実施期間
	交付決定日　から　令和９年２月２８日　まで

	事業の目的
	自社で取り扱う木材の品質向上を図るため、新たに（新たな規格の）JAS材の取得を行う。


	事業メニュー
	JAS取得に関する取組支援

	事業区分
	JAS取得支援

	事業の内容
	スギの下記規格について、JAS取得を行う。
(機械等級、スギSD20E70、90×90×3000)


	事業費
	・認定に係る経費　　　　　４０万円
(全国木材検査・研究協会の認証取得予定。)
・公的検査機関での検査料　１０万円
・検査機関までの旅費　　　　５万円
事業費計　　　　　　　　５５万円

	現状と課題
	現状は昔からの取引があるところとしか仕事をしていない。自身の周りの取引先では、品質を求める声が大きく増えたようには感じていないが、今後のためにも品質・技術の向上に努めなければならないと感じている。

	事業実施後の目標
	技術力の向上・品質の向上を行い、JASを取得することで、新しい取引先等を増やせるように努めていきたい。


※見積書等の根拠資料を添付すること










別記第１号様式の付（第３条関係）JAS取得支援(資格取得)


　令和８年度山口県産木材品質向上対策事業補助金実施計画書

	事業実施期間
	交付決定日　から　令和９年２月２８日　まで

	事業の目的
	来年度以降のJASの取得に向けて、JAS認定に必要な資格研修を受講し、工場で品質管理できる人材を育成する。


	事業メニュー
	JAS取得に関する取組支援

	事業区分
	JAS取得支援

	事業の内容
	製材の取扱業者の認証に伴う資格者養成研修会に〇名受講
※参考資料として、昨年の研修会の案内を添付


	事業費
	・認定に必要な研修の受講料　　　１５万円
・旅費　　　　　　　　　　　　　　５万円
事業費計　　　　　　　　　　　２０万円

	現状と課題
	現状は昔からの取引があるところとしか仕事をしていない。自身の周りの取引先では、品質を求める声が大きく増えたようには感じていないが、今後のためにも品質・技術の向上に努めなければならないと感じている。

	事業実施後の目標
	技術力の向上・品質の向上を行い、JASを取得することで、新しい取引先等を増やせるように努めていきたい。
来年度以降、機械等級、スギSD20E70、90×90×3000のJAS取得予定
※初めてJASを取得する事業者は記載必須



※見積書等の根拠資料を添付すること







別記第１号様式の付（第３条関係）器械経費支援


　令和８年度山口県産木材品質向上対策事業補助金実施計画書

	事業実施期間
	交付決定日　から　令和９年２月２８日　まで

	事業の目的
	JASの取得に向けて、品質確認のために器械を購入し、工場で生産する材の品質向上を図る。


	事業メニュー
	JAS取得に関する取組支援

	事業区分
	品質確認に係る器械経費支援

	事業の内容
	JASの規格に沿った品質管理を工場内で実施するために木材水分計を購入する。


	事業費
	・木材水分計器械経費　１５万円
事業費計　　　　　　１５万円
※根拠資料として、器械の見積書を添付

	現状と課題
	現状は昔からの取引があるところとしか仕事をしていない。自身の周りの取引先では、品質を求める声が大きく増えたようには感じていないが、今後のためにも品質・技術の向上に努めなければならないと感じている。

	事業実施後の目標
	今後のためにも品質の向上を行い、数値で説明しやすい材を増やしていきたい。
来年度以降、目視等級、スギ甲2種2級SD20、90×90×3000のJAS取得予定
※初めてJASを取得する事業者は記載必須



※見積書等の根拠資料を添付すること
　(器械経費区分の場合は、器械の見積書を添付すること)
